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 我が国の健康づくり対策として、1978 年から 10 カ年で計画された「第 1 次国






日本 21）が 2000 年に策定された 1)。現在は第 2 次にあたり健康寿命の延伸と健
康格差の縮小が大目標とされている。健康寿命とは「健康上の問題で日常生活が
制限されることなく生活できる期間」と厚生労働省は定義している 2)。厚生労働























 本学で開講している健康科学論 A の講義を受講している 186 名の学生に 1 回目
の授業の前に調査用紙による調査を行った。その中で未記入や複数回答などの欠
損値が無い 175 名の学生を対象とした。対象学生の内訳は男子学生 42 名、女子
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表 3. スポーツ経験年数 
 男子 女子 χ 2 値 有意差 
1-3 年 4.8 29.3 
12.034 
男子＜女子** 
4-6 年 38.1 35.3 n.s. 
7-9 年 26.2 16.5 n.s. 
10 年以上 31.0 18.8 n.s. 










表 4. 便通について 
 男子 女子 χ 2 値 有意差 
毎朝快便 78.6 41.4 
17.687 
男子＞女子** 
快便でない 21.4 58.6 男子＜女子** 
  (%) **P<.001
 









表 5. 心肺機能について 
 男子 女子 χ 2 値 有意差 
良好 73.8 54.9 
4.74 
男子＞女子* 
良好でない 26.2 45.1 男子＜女子* 
  (%) *P<.05
 





表 6. 喫煙について 
 男子 女子 χ 2 値 有意差 
経験なし 76.2 94.7 
12.52 
男子＜女子** 
経験あり 23.8 5.3 男子＞女子** 
  (%) **P<.001
 








表 7. 飲酒について 
 男子 女子 χ 2 値 有意差 
経験あり 50.0 66.9 
3.913 
男子＜女子* 
経験なし 50.0 33.1 男子＞女子* 
































 スポーツ経験年数を調査したところ 1～3 年の経験年数が男子より女子が多く
女子は男子に比べて短い年数でスポーツを経験していることが考えられる。しか




















積極的参加 -.124 .174* -.149* .014 .074 .014 .089 .149* .289* * -.051 -.008 -.045
いつ参加 -.072 .138 -.007 -.139 -.090 -.187* .019 -.091 -.115 .002 .017
部活動の経験 -.090 .035 -.221* * .058 -.007 .214* * .206* * .018 -.007 .001
何のために -.046 -.031 -.066 .012 -.111 -.126 .006 .015 .002
食欲 .118 -.005 .070 .053 .043 .119 -.027 .027
睡眠 .237** .234** -.027 -.091 .271* * .091 -.197**
疲労感 .125 .138 .078 .288* * -.103 -.025
気分転換 .108 .042 .269* * .137 -.173*
自身の体力 .166* .157* .119 -.007


























 「心肺機能」では男子の 73.8%が良好であると答えており女子の 54.9%より多
い結果であった。前述したとおりスポーツ経験年数で男子の方が長い期間スポー
ツをしているため心肺機能に有意な差があったと考えられる。 
 「喫煙」では経験なしが男子 76.2%、女子 94.7%という結果であり健康を守る
うえで喫煙は負の要素になることが理解されていると考えられる。この結果を継
続するためにも喫煙に関する健康教育を取り入れていく必要がある。 










































1 ）厚生労働省：平成 26 年度「厚生労働白書」 






4 ）篠田知之（2015年）：本学学生の健康意識と生活習慣、岐阜経済大学論集 49 
巻 1 号 
5 ）鈴木みちえ、宇野木昌子、山本るり子、中丸弘子、鈴木知代、中野照代、顧 
寿智（2008 年）：「厚生の指標」第 55 巻 3 号：23-30 
